
IAEVG は、International Association for Educational 

and Vocational Guidance の略です。

IAEVG は、世界各国の研究者・専門家等を中心に、

(1)進路指導・職業指導を含むキャリア教育全般、

(2)就労支援・就職支援を含むキャリアガイダンス全般

(3)進路相談・職業相談を含むキャリアカウンセリング

全般について、幅広く情報交換を行う学術団体です。

毎年、年次大会を世界的な規模で開催しています。

2014 年はカナダ・ケベック、2013 年はフランス・モン

ペリエ、2012 年にはドイツ・マンハイムで行いました。

そして、2015 年は、日本キャリア教育学会が

ホスト学会となり、茨城県つくば市で開催します。

IAEVG 会長からの日本開催に向けてのご挨拶

“I wish you all well in your current career guidance 

endeavours, whatever your field of interest or specialization 

may be. I hope that many of you will come to the Tsukuba 

conference. I extend my best wishes to you all.”

           Lester Oakes (President IAEVG)

大会テーマ：

「予期せぬ力を乗り越えたキャリアの再構築」

"Restructuring Careers

      Over Unexpected Powerful Forces"

日時：2015 年 9 月 18 日（金）～21 日（月）

場所：つくば国際会議場

主催：IAEVG（国際キャリア教育学会）

  日本キャリア教育学会

共催：労働政策研究・研修機構（JILPT）

後援：厚生労働省、経済産業省、文部科学省、

  キャリア・コンサルティング協議会

  ARACD（アジア地区キャリア発達学会）

  つくば観光コンベンション協会

世界各国の研究者・実践家による研究報告の他、

レセプション、ガラパーティーなどのソーシャル

プログラム、スタディツアー等も予定しています。

英語版 http://www.iaevgconf2015.jp/

日本語版 http://iaevg-ic2015-japan.jimdo.com/

IAEVG International Conference 2015

2015 年国際キャリア教育学会
日本大会

2015/9/18（金）～21（月）於：つくば国際会議場



現在、参加申し込みを受付中です。（発表申し込みは終了しました）

・９月４日（金）までに参加をお申し込みいただくと、

日本キャリア教育学会会員（及び入会予定者）は 35,000 円、

非会員の方は 40,000 円の参加費で、４日間の全日程に参加で

きます。

・当日参加も可能ですが、１日 20,000 円となりますので、

事前に参加申し込みをする方が割安で参加できます。

・参加申し込みは、インターネット上のフォームから日本語で行

うことができます。

※学生参加者は 20,000 円で４日間参加できます。他にも関連

団体の方は割安で参加できる場合があるので、大会 HP など

でご確認ください。

※家族同行者（同行するご家族）は大会参加者１名につき、

１名のみ 2,000 円（18 歳未満は無料）で入場可能です。

※2015 年日本キャリア教育学会第 37 回研究大会(つくば)は、

IAEVG 国際大会 2015 年日本大会と同時開催となります。

※日本キャリア教育学会への入会は以下の学会ＨＰをご覧くださ

い。http://jssce.wdc-jp.com/

３つの形式で、充実した研究発表を行います

・30 ヶ国から 250 件以上の発表があります。会期中、口頭発表・

シンポジウムをあわせて、常に、10 個前後の様々な内容のプログ

ラムが同時進行します。あわせてポスター発表も行います。

①口頭発表

1 人 30 分間、口頭で発表し（質疑応答を含む）、議論を行い

ます。どの時間帯にも日本語による発表セッションがあります。

②ポスター発表

研究内容をポスターにまとめ、個別に対話・議論を行います。

ポスター発表は英語で行いますが、日本人も多く発表します。

③シンポジウム

１時間半の自主的なシンポジウムを参加者主体で開催します。

どの時間帯も４つのシンポジムが並行して行われます。

※全日程で必ず１～２つの日本語による分科会があります。

外国から招待講演者として３名の先生方を予定しています

・ナンシー・アーサー先生（カルガリー大学）

クライエントの社会的背景や文化に配慮したキャリアカウン

セリングと社会正義

Dr. Nancy Arthur (University of Calgary)

"Culture-Infused Career Counseling and Social Justice "

・ベルンハルト・イェンスケ先生（全独ガイダンスフォーラム）

IAEVG の歴史とキャリアガイダンスの発展に関する考察

Dr. Bernhard Jenschke (Nationales Forum Beratung)

"The History of IAEVG under Consideration of

Special Developments in Career Guidance" 

・ブライアン・ディック先生（コロラド州立大学）

キャリア発達における天職・スピリチュアリティ・宗教

Dr. Bryan Dik（Colorado State University）

"Calling, Spirituality and Religion in Career Development"

日本からも３名の基調講演者を予定しています

※日本からも３名の基調講演を予定しています。

仙崎武先生（元 IAEVG 理事）

「グローバル時代におけるキャリア教育の推進と展望」

小杉礼子先生（JILPT）

「ロスジェネ世代と就業支援：ニート・フリーター問題を中心に」

藤田晃之先生（筑波大学）の

「日本におけるキャリア教育推進施策の 15 年の軌跡と今後の課題－

「接続答申」「東日本大震災」「キャリア教育答申」に焦点を当てて－」

※基調講演はすべて日英同時通訳がつきます。

特別シンポジウム「アジアのキャリア教育」も開催します

・ARACD/IAEVG 共催シンポジウム「アジアのキャリア教育」

アジア初の IAEVG 国際大会を記念して、ARACD（アジア地区

キャリア発達学会）と IAEVG の共同シンポジウムを、初日（18

日金曜日）午後に行います。このシンポジウムは労働政策研究・

研修機構との共催のため参加無料となります。

〈登壇予定者〉

Lui Hah Wah Elena (Ex-President of ARACD: Singapore) 

H. Muhamad Surya (President of ARACD: Indonesia)

Kim, Hyuncheol (National Youth Policy Institute: Korea)

Darryl Takizo Yagi(Ex-President of California Counseling

  Association: USA)

Gideon Arulmani (Director, The Promise Foundation;

  President, Indian Association for Career and Livelihood 

Planning, India)

Hideo Shimomura (JILPT: Japan)

プログラム：大会で取りあげる主なテーマ

『本大会では、最近のキャリアガイダンス・キャリア教育に関す

る幅広いトピック、データに基づく行動志向の研究、子供から

定年に至るキャリア発達に関する世界中の革新的でユーザー志

向の実践など、幅広いトピックを取り上げます。』

（日本語版大会 HP「三村隆男大会準備委員会委員長挨拶文」より）

参加申し込みは大会ＨPから日本語で行います

・大会ＨＰには、開催地、アクセス、宿泊施設、オプショナル

ツアー、各国主催の年次大会その他の情報を掲載しています。

英語版 HP  http://www.iaevgconf2015.jp/

  日本語版 HP http://iaevg-ic2015-japan.jimdo.com/

※英語版ＨＰには、ツイッター、フェイスブックによる情報発信

もあります。

連絡先・問い合わせ先はこちらです

  株式会社 ICS コンベンションデザイン内

  IAEVG 国際大会事務局問い合わせ先

  email: iaevgconf2015@ics-inc.co.jp

Nine thematic fields

 Delivery Systems for Lifelong Career Guidance to All Citizens

すべての人々に対する生涯にわたるキャリアガイダンス体制をい

かに整備するべきか

 Career Counseling Approaches to Empower the Discouraged 

and Disenfranchised 多くを奪われ落胆する人に力を与えるキ

ャリアカウンセリングとはどのようなものか

 Public Policy for Diversity 多様な人々のキャリアを支える公共

政策とはどうあるべきなのか

 Education: Pathways that Lead Individuals to Construct 

Career and Life キャリア教育。キャリアと人生の構築に導くた

めにどんな道筋がありうるのか

 Call to Action: Addressing the Needs of NEET, Social Isolates, 

and Youth Unemployment 行動を促すには。ニートや社会的

孤立、若年失業者にとっての真のニーズとは何か

 Community Action: Collaboration Among Stakeholders in 

Building Partnerships 地域活動。連携にあたって必須となるス

テークホルダーとのコラボレーションとは何か

 Assessment, Measurement, and Evaluation: What We Know 

Works アセスメント、測定、評価。正確に知ることによって改

善するために

 Professional Development: Preparation and Training for the 

Career Teacher and Practitioner 専門家としての発達。キャリ

アに関わる教員・実践家の養成と訓練を考える

 Restructuring Careers under Promising Practices キャリア

の再構築に役立つ好事例を探る

IAEVG 国際大会 2015

公式ロゴ


